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1. 業務目的 

日本・北海道の特徴である自然、体験、文化、歴史等の強みを活かした旅行形態としてアドベンチャ
ートラベルが注目を集めている。2023 年９月にはアドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道・
日本が札幌市を中心に開催され、またエクスカーションが日本全国で実施されたことにより、AT によ
る地域振興の取り組みは、北海道内に留まらず、日本全国各地でさらに活発化していくことが期待され
る。 

また AT を志向する観光客の傾向として、従来よりも旅行期間を長く設定することや長い期間をかけ
て様々な地域を訪問することが挙げられる。しかしながら、AT に取り組む DMO やツアーオペレータ
ー等の数はまだ少ない状況であり、これらの DMO 等は、地域外との広域のネットワークを構築できて
いない場合も多い。このような広域のネットワークがない単独の DMO 等では、ガイド等の手配や商圏
外の旅行手配、さらには日本全体として求められる AT 旅行品質の平準化に対応しきれず、機会逸失、
また AT デスティネーションとしての日本への評価の低下を招くことが危惧される。 

そのような事態を避けるためには、ATWS2023 が開催されたことで AT 推進の機運が高まってい 
るこの機会を捉えて、DMO 等の協調関係を構築し、異なるエリアのツアー同士の連動、AT ガイド 
等の仲介、旅行品質向上の取り組みを行うことが必要である。 

そのため本事業では、ATWS で催行されたプレサミット・アドベンチャーを基本とし、全国から募集
した DMO 等と、北海道内の AT 関係者が集って参加する実地研修を実施することによる連携強化と品
質向上、機会逸失の低減及び日本・北海道における AT の受入体制の強化に向けた効果的な方策を検
討・実証する。 

2. 実施内容 

2.1. 事業内容 

仕様書項目 仕様書事業詳細 KPI 
連携強化と品質向上を目指す
実地研修プログラムの作成・
実証 

 PSA をベースとした実地
研修プログラムを作成し
実施 

 実地研修実施前の講義・
ワークショップ・交流会
等の実施 

 研修プログラム作成数 
→1 件 

 研修プログラム参加者 
→10 名以上 

 ネットワーク構築につながった
と回答する参加者 
→7 割以上 

 AT に携わる上で必要な知見を
得られたと回答する参加者 
→7 割以上 

 意識変容が生じた参加者  
→7 割以上 

参加者における実地研修実施
による効果の把握 

 参加者へのアンケートの
実施 
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2.2. 事業実施体制 

 

 

2.3. 実施スケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和5年

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬
12月 1月 2月 3月

令和6年
11月項目

（１）参加者の募
集

（２）実地研修の
実施

（３）意見交換会

（４）アンケートの
実施

1/10-2/9 参加者募集

事

業

開

始

内容すり合わせ

進捗管理

2/25-28実地研修

内容確認

報告書作成

内容すり合わせ

内容確認

取りまとめ

実施

2/16事前研修
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3. 実施内容詳細 

3.1. AT 有識者について 

アドベンチャートラベルにおける知見を有する者として、ATTA アンバサダーである鶴雅リゾート株
式会社の高田茂氏と同会社の高田健右氏を有識者として選定した。 

 
【選定理由】 
北海道在住の ATTA アンバサダーであり、北海道アウトドアガイド資格有資格者。ガイド研修の講師
や講演実績があり、北海道の各地域への AT 普及、およびアドベンチャートラベラーに対するガイデ
ィングや情報発信、ガイド育成に関する知見を有するため。 

 

 
【選定理由】 
北海道在住の ATTA アンバサダー。JTB 総合研究所に出向の際、全国の AT ツアーの磨き上げを行
い、日本各地の AT ツアー品質の向上やツアー運営・企画に対しての知見を有するため。 

 
また、事前研修においては、高田健右氏の講義に加え、北海道宝島旅行社の菊地氏も有識者として研

修を実施した。 

 
【選定理由】 
北海道観光振興機構出向時に、ATWS の企画運営に携わり、PSA の磨き上げや地域の機運醸成に関わ
った経験から、ツアーの品質向上や、地域のネットワーク醸成、AT に対する機運醸成に関する知見
を有するため。 
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3.2. 募集 

参加者募集のため、募集チラシを作成した。 

  
 

3.3. 参加者情報 

 募集チラシを作成し、参加を募ったところ、道内から 5 名、道外から 3 名の計 8 名から参加申し込み
があった。 
参加者※申し込み順 

 
 

  

No 所属 住所 氏名

1 知床ねむろ観光連盟 中標津町 佐々木 亮介

2 一般社団法人大雪カムイミンタラＤＭＯ 旭川市 若松 章彦

3 株式会社エゾシカ旅行社 札幌市 中根 萌

4 一般社団法人　稚内観光協会 稚内市 萬尾 拓巨

5 KochiAmigo株式会社 高知県 倉知 幸一

6 Blue Moon & Co. 沖縄県 前田 由加

7 Outdoor Guide en 弟子屈町 荻野 峻宏

8 株式会社おいでなせえ 埼玉県 梅原 学
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3.4. 事前研修の実施 

 実地研修の効果を高めることと、参加者の顔合わせを目的に、オンラインにて事前研修を実施した。 
■実施日時 2024 年 2 月 16 日（金）13:30～15:30 
■実施場所 オンライン  

 

※大雪カムイミンタラ DMO 若松氏は別研修参加のため、欠席。後日配信の映像を見ていただく。 
配信 URL https://youtu.be/2iu_fnX-E1E 

 

 

 

No 所属 住所 氏名

1 知床ねむろ観光連盟 中標津町 佐々木 亮介

2 株式会社エゾシカ旅行社 札幌市 中根 萌

3 一般社団法人　稚内観光協会 稚内市 萬尾 拓巨

4 KochiAmigo株式会社 高知県 倉知 幸一

5 Blue Moon & Co. 沖縄県 前田 由加

6 Outdoor Guide en 弟子屈町 荻野 峻宏

7 株式会社おいでなせえ 埼玉県 梅原 学
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【高田氏のプレゼン資料】 
ATWS2023 の FINAL REPORT を活用し、実際
に参加者がどのような印象を北海道に持ったの
か、北海道は AT のデスティネーションになりう
るのか、を解説いただいた。 
後半は、コーディネーターの役割についての解説
があった。 

 
【菊地氏のプレゼン資料】 
アドベンチャートラベルがどのように従来の観光
と異なるのか、という点について解説いただき、
今後のネットワークの重要性についてお話いただ
いた。 

 
【質問内容】菊地氏のプレゼンの際の質問事項 
■実際の AT 顧客はどのような顧客なのか。実際に北海道に来ているのか。 
→実際の顧客は 40 代以上の余裕のあるお客様が多く、レベル 1-2 程度のアクティビティを好む客層で
ある。 
また、東京・京都・大阪・広島などのゴールデンルートを一通り体験したリピーターが北海道に来て
いる印象がある。実際にオーバーツーリズムになっている場所は忌避される傾向がみられる。 

 
 
■実地研修時の課題について 
 参加者自身が、商談会（具体的には ATWS のマーケットプレイス）で自身の地域のことを全く知らな
い海外エージェントに対して、ツアーを販売することを想定し、その発表方法やツアーの組み立てに関
する磨き上げを実施することとした。 

磨き上げの方法としては、参加者自身のエリアで 2 泊～3 泊のツアーを作成いただき、その内容を最
終日のワークショップにて発表し、ブラッシュアップしていく方法を取った。作成する様式については、
不問としたが、普段商談を実施する機会がない参加者のために、様式を配布した。 
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■課題フォーマット 
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■参加者に配布したフォーマット利用例 
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3.5. 実地研修 

3.5.1. 実施行程と実施内容の詳細 

行程については、ATWS2023 プレサミット・アドベンチャーにおける、「PRE 4 EAST HOKKAIDO 
VOLCANOES HIKING & CYCLING, 5 DAY TOUR」のテーマである「阿寒摩周国立公園の火山活動と
それによってできた地質や温泉の恵み」を活用し、冬季で実施可能なアクティビティを実施した。 

 
※行程については記録的暖冬と当日の吹雪により、当初のアクティビティより変更した。 
【変更箇所】 
・２日目 阿寒湖上トレッキングを９時から午前・午後で１日中実施 

→氷が阿寒湖上トレッキングを７時から午前中のみ実施、午後は高田茂氏、高田健右氏による意見 
交換会へ変更 

・３日目 硫黄山山麓スノーシュー 
 →屈斜路湖畔の散策と硫黄山散策へ変更 
 
 

日 程 時間 プログラム 内容

JR釧路駅、釧路空港組はハイヤーでピックアップ

15:15 阿寒湖畔エコミュージアムセンター集合

15:20 趣旨説明とアイスブレイク

16:00 終了

16:00 宿泊施設にて高田健右氏による講義

17:30 終了

18:30 夕食：宿泊施設にてお食事

7:00 朝食

7:30 阿寒鶴雅アドベンチャーベースSIRI

阿寒湖上トレッキング

昼食 宿泊施設にて昼食

13:00 宿泊施設にて高田茂氏、高田健右氏による参加者との意見交換

15:00 終了

夕食 花ゆうか　バルデパン　夕食

8:45 当日の趣旨説明 ホテル出発

10:00 砂湯集合

屈斜路湖畔散策＆硫黄山散策

12:30 すずめ食堂&バル

13:30 川湯温泉ビジターセンター周辺散策＋川湯温泉街散策

15:00 ツアー終了、専用車で移動

16:30 宿泊施設到着

夕食 味心

9:00 当日の趣旨説明

9:30 チェックアウトし、まりむ館にて振り返り研修の実施

11:30 終了

12:00 解散予定

釧路空港、釧路駅まで送迎

2月26日
（火）

2月25日
（月）

2月28日
（木）

2月27日
（水）

阿寒摩周国立公園内の要素である「火山」「湖」「アカエゾマツな
どの針葉樹林」についての基礎知識を学ぶ。

凍った湖の上をクロスカントリースキーで歩き、火山に囲まれたカ
ルデラを実感するツアー。阿寒地域がアドベンチャートラベルを推
進している背景と、提供しているサービスを体験し、意見交換を行
う。

阿寒摩周国立公園内の一つのベースである川湯温泉の体験。弟子屈
町においては、「SDGs」を主眼においた総合計画を策定し、それ
に従った街づくりやアクティビティの開発を行っている。また、現
在開発中である道東トレイルの中心点としての整備を進んでおり、
変わりゆく温泉街についても学ぶ。

＜詳細＞
ATWSのマーケットプレイスを見据え、自身の地域について知識が
ない海外の旅行会社との商談のポイントを学ぶ。
また、自身が造成したツアーのブラッシュアップを行う。

■参加者　8名　その他関係者2名
■添乗　株式会社北海道宝島旅行社　菊地敏孝、雨池さやか
■移動手段　ジャンボタクシー　釧路日交ハイヤー

【選定理由】 
阿寒・摩周エリアについては、地域と事業者、行政にてアドベンチャートラベルを推進しており、

アクティビティや自然環境のみならず、設備や装備などアクティビティ以外の要素においても視察す
べき箇所があるため選定した。 
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【1 日目】 

 
 

 
到着時、ちょうどタンチョウの
給餌の時間帯だったため、阿寒
国際ツルセンターに立ち寄り 

 
阿寒エコミュージアムセンター
にてブリーフィング 

 
宿泊施設チェックイン後、高田
健右氏による AT ツアー造成の
ための講義 

 
ATWS の FINAL REPORT よ
り、農林水産業自体もアドベン
チャーになりうることをお話い
ただいた。 

 
コーディネーターの役割とその
仕事内容についてもご教授いた
だいた。 

 
夕食については、宿泊施設に
て、各自の名産品を持ち寄り、
全員で調理を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日程 時間 プログラム 内 容

JR釧路駅、釧路空港組はハイヤーでピックアップ

15:15 阿寒湖畔エコミュージアムセンター集合

15:20 趣旨説明とアイスブレイク

16:00 終了

16:00 宿泊施設にて高田健右氏による講義

17:30 終了

18:30 夕食：宿泊施設にてお食事

阿寒摩周国立公園内の要素である「火山」「湖」「アカエゾマツ
などの針葉樹林」についての基礎知識を学ぶ。

2月25日
（月）
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【2 日目】 

 
 

 
阿寒鶴雅 SIRI のオフィスで免責
事項の記入と注意事項の説明を
実施 

 
クロスカントリーの装着を阿寒
湖上で行った。 

 
阿寒湖上のヤイタイ島までクロ
スカントリーを実施。途中、高
田氏による地域の説明や各種ガ
イドが行われた。 

 
ヤイタイ島に到着後は、コーヒ
ーを淹れていただいた。 

 
宿泊施設に戻った後は、バルデ
パンのパン等で昼食 

 
高田茂氏と高田健右氏による意
見交換会の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日程 時間 プログラム 内 容

7:00 朝食

7:30 阿寒鶴雅アドベンチャーベースSIRI

阿寒湖上トレッキング

昼食 宿泊施設にて昼食

13:00 宿泊施設にて高田茂氏、高田健右氏による参加者との意見交換

15:00 終了

夕食 花ゆうか　バルデパン　夕食

凍った湖の上をクロスカントリースキーで歩き、火山に囲まれた
カルデラを実感するツアー。阿寒地域がアドベンチャートラベル
を推進している背景と、提供しているサービスを体験し、意見交
換を行う。

2月26日
（火）
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【3 日目】 

 

 

 
摩周湖外輪山のウォークの予定
だったが、吹雪のため、屈斜路
湖畔に変更。砂湯に集合 

 
氷の層が幾重にも重なっている
状況。御神渡りを見に行く途中
での発見。 

 
海外の野鳥撮影ツアーの団体と
バッティング。ベストショット
のための餌付けという野生動物
への悪影響の現場を見る。 

 
硫黄山に移動し、片瀬氏が持つ
硫黄山の歴史を記録した写真を
見て、硫黄山の歴史を学ぶ。 

 
硫黄山の観察。 

 
昼食後は、川湯ビジターセンタ
ーでジオラマを活用し、エリア
の説明を実施。 

 
川湯ビジターセンター裏のエゾ
松の森にてスノーシュー体験。 

 
川湯温泉街の散策。地域の開発
の様子や町づくりの様子をガイ
ドいただく。 

 
川湯の足湯につかり、終了。 

時間 プログラム 内 容

8:45 当日の趣旨説明 ホテル出発

10:00 砂湯集合

屈斜路湖畔散策＆硫黄山散策

12:30 すずめ食堂&バル

13:30 川湯温泉ビジターセンター周辺散策＋川湯温泉街散策

15:00 ツアー終了、専用車で移動

16:30 宿泊施設到着

夕食 味心

阿寒摩周国立公園内の一つのベースである川湯温泉の体験。弟子
屈町においては、「SDGs」を主眼においた総合計画を策定し、
それに従った街づくりやアクティビティの開発を行っている。ま
た、現在開発中である道東トレイルの中心点としての整備も進ん
でおり、変わりゆく温泉街についても学ぶ。
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【4 日目】 
 
 
 
 
 
■ワークショップの趣旨 

ATWS のマーケットプレイスを想定し、参加者の地域について全く知識がない顧客に対し、コーディ
ネーターとして商談で何をどのように伝えるとより伝わりやすくなるかをワークショップを通して学ぶ。 
■ワークショップの時間 
２時間程度 
■準備物 
課題フォーマット、各自の PC、プロジェクター 
課題のフォーマットとしては、ATWS の PSA と DOA 造成のフォーマットを活用・編集し、実際の顧客
が知りたがる『タイトル』『ハイライト』『開催期間』『最小・最大催行人数』といった情報を網羅した
フォーマットを活用することとした。 
■実施スケジュール（企画段階） 

 
 

 
2 つのグループに分け、参加者
自身が作成したツアーの発表
を、グループごとに実施。 

 
一人ひとりのフィードバックを
参加者同士とファシリテーター
からいただく。 

 
最後に全体での発表を行う。 

グループ分けについては、DMO や観光協会のグループと、旅行会社やすでに現地でのコーディネー
ト活動を行っているグループの 2 つに分けた。 

 
 

 時間 プログラム 内 容

9:00 チェックアウト 
9:30 まりむ館にて振り返り・ワークショップ研修 

11:30 終了 
12:00 解散予定 

釧路空港、釧路駅まで送迎 

＜詳細＞

ATWS のマーケットプレイスを見据え、参加者の地域について

知識がない海外の旅行会社との商談のポイントを学ぶ。

また、自身が造成したツアーのブラッシュアップを行う。



 

17 
 

■チーム① 

 

 
■発表内容 
【知床ねむろ観光連盟 佐々木氏】 

  

グループ
No 所属 住所 氏名

① 知床ねむろ観光連盟 中標津町 佐々木 亮介

① 一般社団法人大雪カムイミンタラＤＭＯ 旭川市 若松 章彦

① 一般社団法人　稚内観光協会 稚内市 萬尾 拓巨

① Outdoor Guide en 弟子屈町 荻野 峻宏
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【一般社団法人大雪カムイミンタラＤＭＯ 若松氏】 
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【一般社団法人 稚内観光協会 萬尾氏】 
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【Outdoor Guide en 荻野氏】 
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【フィードバック内容（株式会社北海道宝島旅行社雨池氏よりフィードバック）】 
 佐々木氏 

「なぜここでこの体験をするのか」の理由付けがあって良い。また、印象深い写真があり、それ
だけで興味を引くことができている。 
人が人の話に興味を持っていられるのは、最初の 3 分。そこに自分は何者か、タイトル、ハイラ
イト、アクティビティ、興味を引くもの・売りたいものを伝えきる必要がある。 

 若松氏 
「なぜここでこの体験をするのか」の理由付けがあって良い。若松氏自身がスキーやスノーアク
ティビティをやっているので、頼りがいのあるプレゼンであった。 
しかし、一方で地名が多く出ており、海外の人々にとって地名は覚えにくいため、数字や広さに
置き換えると良い。 

 萬尾氏 
タイトルはものすごく良い。確かに稚内で何ができるかわからないため、コーディネーターを活
用する必要があると感じた。 
しかし、なぜ、テントサウナをそこでやるのか・そのアクティビティをやるのか？等の理由付け
が弱い。サウナやスノーシューは正直どこでもできてしまう。そのため、「最北の」というアプ
ローチで行けばよいのではないか。 
*誇大表示としては、根拠なく『最も』等の表現を使うことが NG である。が、最大『級』や
『当社調べ』などの逃げの文言も使える場合があるので、景品表示法を調べてほしい。 

 荻野氏 
Google Map で地形レイヤーを活用し、立体感のある地図を利用した点が非常に良い。地形や距
離感が非常にわかりやすい。登山やサイクリングは非常に上り下りの様子を知りたがる。 
また、地形の成り立ちの歴史やアイヌ民族の歴史等を組み込んでいたが、外国の人には日本の歴
史を説明することは非常に難しい。対比させる国の歴史を用いて説明を行う必要がある。 
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■チーム② 

 

 
■発表内容 
【株式会社エゾシカ旅行社 中根氏】 

  

グループ
No 所属 住所 氏名

② 株式会社エゾシカ旅行社 札幌市 中根 萌

② KochiAmigo株式会社 高知県 倉知 幸一

② Blue Moon & Co. 沖縄県 前田 由加

② 株式会社おいでなせえ 埼玉県 梅原 学
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【KochiAmigo 株式会社 倉知氏】 
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【Blue Moon & Co. 前田氏】 
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【株式会社おいでなせえ 梅原氏】 
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【フィードバック内容（株式会社北海道宝島旅行社菊地氏よりフィードバック）】 
 中根氏 

なぜ、お酒（ワイン）の体験なのにテント泊なのかの理由付けが薄い。どうせならばお酒を楽しむた
めのキャンプではなく、キャンプをメインにしてしまい、それにお酒の体験が付いてくるという見せ
方の方が良いのではないか。 
 倉知氏 

伝統文化の和紙のツアーは非常に興味深い。しかし、なぜここで和紙の体験をやるのか、どうして和
紙の歴史ができたのかという説明をして、「ここだけの特別感」を演出することが必要。 
 前田氏 

美しい写真があったので非常にわかりやすくて良かった。沖縄だからこそできる南国の体験がある、
という説明も非常に素晴らしい。 
 梅原氏 

ゲームセンターという特色が出やすいものをアクティビティに持ってきたのは非常に興味深い。 
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■今後の改善案 

ワークショップにおいては、ネットワーキングに大きな役割を果たし、各参加者が各地で実施してい
る内容の共有を行う効果があったことから今後も引き続き行うべきである。 

改善点としては、参加者からのアンケートの結果より下記の内容のフィードバックがあった。 
 ワーキング時間にて参加者同士の知る時間が得られれば良かった。 
 最終日でやったような「ツアー商品の売り方」みたいな部分はもう少し実践形式で学びたかっ

た。 
 初日と最終日に同じコースのプレゼンテーションをするなど、研修内でブラッシュアップを図る

のも面白いなと感じました。 
 
上記のフィードバックを踏まえ、最終日のワークショップの内容を次のように修正することとする。 

 

また、最終日のワークショップだけでなく、初日の時点で参加者同士の自己紹介も踏まえて各自のコ
ースの発表を行うこととする。このことにより、フィードバックでもあった「最終日のワークがもう少
し次につながる形だと良かった」という内容の要望にも応えることが可能となる。 
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3.5.2. 参加者へのアンケート調査 

実地研修終了後に参加者からのアンケート調査を実施した。 
【実施内容】 
・配布時期 実地研修終了後 2/29（木）配信 
・配布形式 メールにて Google フォームの URL を記載 

※Google フォームにアクセスできない場合はメールでの回答を受け付け 
・調査項目 

①他地域の AT 関係者とのネットワーク構築に繋がったか。 
②今後 AT に携わる上で必要な知見を得られたか。 
③参加者自身に意識変容が生じたか。 
④そのほか、今後の研修継続に関するご意見 

結果としては、下記の通りである。 
 
① AT ネットワーキングはできたと感じましたか。 
 参加者のうち、「十分できた」と回答した参加者が 75％、「できた」と回答した参加者が 25％と、参
加した全員がネットワークはできたと回答した。（n（研修参加者数）＝8） 

 

 行程にも余裕があり、また移動も同じ車であり、話をする時間もたっぷり取れていたと思いま
す。 

 自分は旅行会社や DMC、DMO ではないので、普段なかなか関わることのない組織の方々と知
り合うことができ、またみなさんと話をする中で今まで自分にはなかった視点を得ることができ
た。 

 アクティビティ体験中も交流しやすく、ゆっくりお話しする時間が取れた点。 
 道内は勿論ですが、道外の方との繋がりが出来たことによってチームジャパンとしての意識を再

確認することができました。改善点ですが、今回の研修目的と私の参加目的が少し違った部分が
ありましたので、参加するレベル？例？を具体的にお教えいただけると助かります。(私のレベ
ルだと皆様の会話についていけないところがありました……) 

75%
（6名）

25%
（2名）

十分できた できた
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 フリータイムのフリートークが中心でしたが、テーマを決めた討論やそれぞれの取組プレゼンな
どがあればよりトークが深まると感じます。 

 場所が北海道ということもあり、北海道の観光プレイヤーとの繋がりが深められたのが良かった
です。改善点としては、ネットワーキングできる時間を意図的にもう少し作って欲しかったで
す。最終日も駆け足となってしまったので、互いの地域間についてのシェアがあまり出来なかっ
たのが少し残念でした。ツアー参加ももちろん良い体験ですので、もう 1 泊増やしてネットワー
キングの時間に充てても良いかと思います。 

 AT が薄い地域の活動する者にとって、連携体制が取れる方が出来たのはとても意義のある内容
だった。ワーキング時間にて参加者同士の知る時間が得られれば良かった。 

 
② 今後 AT に携わる上で必要な知見を得られましたか。 
 参加者のうち、「十分得られた」と回答した参加者が 62.5％、「得られた」と回答した参加者が 37.5％
の割合であり、参加者全員が必要な知見を得られたと回答した。（n（研修参加者数）＝8） 

 
 エリアそれぞれの課題や、取り組み、インバウンド対応など様々な知見を学ぶ時間が常にありま

した。 
 各エリアが実際に取り組んでいることを知る時間がもっとあると望ましく…が、3 泊の中では十

分であったと感じます。 
 AT というのはあくまで概念であり、方法論ではないという点。AT の想定顧客は、一言で言う

と「知的好奇心の高い人」だと思う。実際に弟子屈にいてもそのような方々が来ていると感じて
いる。その方々に満足していただけるサービスをどのように届けていくのか、この過程はまだは
っきりとした道筋は見えていないように思うので、どんなサービスをどのようにお客様に届けて
いくのか、この点の仮説検証を行なっていきたい。まずは自分のガイドサービスで to C 向けに
顧客動線の解明とニーズの深掘りを進めていく。 

 他団体が造成中のツアーコースについて、作り方や考え方に関する意見を交換する機会がこれま
でなかったため、特に最終日の時間は大変学び多かったです。 

 まず、AT の概念と言う部分で私の地域で考えているものと大きな違いがありましたので、学び
になりました。 

62.5%
（5名）

37.5%
（3名）

十分得られた 得られた
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 実際にガイドを体験することで具体的なイメージも湧きましたし、地域の繋がりがとても大事だ
ということも改めて学びとなりました。 

 日本各地の動きや、コーディネーターとしての活動内容について学べました。初回なのでフィー
ルドが多めでしたが、最終日のような実習も充実していたらいいなと感じました。 

 地域コーディネーター、スルーガイド、スポットガイドの各役割が存在し、有機的にどう繋がっ
ていけば良いかイメージが鮮明になりました。AT 造成～運用まで手掛けていくには地域の総力
戦となるため、体制づくりは非常に重要。体制づくりのなかで各セクションの役割と業務をしっ
かり認識する（させる）ことから始めていきたいと思います。最終日でやったような「ツアー商
品の売り方」みたいな部分はもう少し実践形式で学びたかったです。 

 AT に関する知識を深化させることができた（特にツアーの組み立て方という点において）。ツ
ーリズム初心者の方にとって、AT は今までツーリズムを行ってきた者や観光まちづくりを行っ
てきた実践的な方が踏み入れることができる領域であると感じた。初心者でも取り組みやすいよ
うなツアーをグループワーク形式で作るなど考えて学ぶような形があっても良いと考える。 

 
③ 当研修を受ける前と受けた後に、AT ツアー造成に関する意識の変化はありましたか 
 参加者のうち、「非常にあった」と回答した参加者が 50％、「あった」と回答した参加者が 12.5％、
「普通」と回答した参加者が 37.5％と、およそ 63％の参加者が「AT ツアー造成に関する意識の変化」
はあったと回答した。（n（研修参加者数）＝8） 

 

 
 2 次交通や食事、天候への対応などは自身のエリアにも重なることも多く、自信にもつながっ

た。 
 実際のプレゼンを想定することで具体的な改善点など、さらにグループワークにより様々な視点

での見え方ができた。 
 AT のツアー造成に関しては、海外代理店→国内代理店→コーディネーター→ツアーオペレータ

ーのような流れがあるが、実際のマーケットと相違があるのではないかと感じていた。実際に
FAM もメディアなどの宣伝効果のある方々に対してのものが多く、実際の顧客をあまり目にし
ていなかったのでその仮説が生まれた。今回の研修を通して、ツアー造成に関しては、各国、各

50%
（4名）

12.5%
（1名）

37.5%
（3名）

非常にあった あった 普通
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エリアで地域性があるのではないかと感じている。例えば、いわゆる AT のモデルツアー（PSA
的なもの）は、家族などの大人数で旅行をする華僑系には相性が良い一方、大家族で動くことの
少ない欧米豪にはマッチしない形だと思った。欧米豪に対しては、セルフガイド的なツアーがう
けるのではないかという新たな仮説も生まれた。ターゲットによってツアー造成の仕方は変わっ
てくるように思う。 

 意識というよりも、ツアー内容を伝える際の工夫や協調すべきポイントについて学ぶことができ
ました。 

 学びの部分でも触れましたが、AT ツアー造成するにあたって、地域の事業者とのつながりは大
事だということはわかってはいましたが、改めて意識することだと感じました。 

 実際にガイドするのがそれの専門であればよいのですがなかなか難しいと思うので、地域事業者
の協力は絶対だなと感じました。 
今年の夏は個人的にでも地域との繋がりを作りにいこうと考えています。 

 もともと高く意識を持っていると自己評価しているのですが、むしろ危機感というか課題感が高
まったという面で意識の変化があったように思います。 

 上記、必要な知見と同様、地域コーディネーター、スルーガイド、スポットガイドの各役割が存
在し、有機的にどう繋がっていけば良いか、という点について非常に意識が変わりました。 

 ストーリーの意味づけ 
 
④そのほかお気づきの点があればお知らせください。 

 ぜひ継続しての研修とネットワーキングをお願いしたいです。やはり AT 先駆者である北海道の
皆様との交流は得るものが多く大変勉強にもなりました。 

 全国、全道、どこにでも行きます！ 
また、地域の他の事業者へも推奨したいです。 

 今回の研修の中で、最終日のワークがツアー造成であったが、ここのまとめ方がもう少し次につ
ながる形だと良かったように思う。というのも、ツアー造成の内容が PSA 的なものであった
が、今回、多様なアクターが参加しているという点も考慮すると、参加者それぞれの視点で AT
というものを捉え、どのようなアクションに繋げるのか、その仮説を立て、実際に検証まで行
い、後日、その結果をオンライン等で報告するような形であれば、実際のマーケットの反応も確
認でき、AT という切り口からより顧客に対する解像度を上げられるように感じた。解像度が上
がると次のアクションがより明確になるので、更なるフェーズに進めるように思う。 

 初日と最終日に同じコースのプレゼンテーションをするなど、研修内でブラッシュアップを図る
のも面白いなと感じました。 

 今回、私自身こういった研修会に参加するのが初めてで、毎日が学びになりました。ありがとう
ございました。事前のオンライン研修もあったことで実地研修にも入りやすく、経験が浅い私に
は、非常に助かりました。 
ただ、最終日のプレゼン時に時間が限られていたこともあり、うまくできなかったことは後悔し
ております。それも含め、良い経験になりました。 
同じような研修会がある場合は、時間を少し長めにとって頂いて、フィードバックをもとにプレ
ゼン内容の変更ができればありがたいなと思いました。 
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 事前に参加者の名簿をいただけると嬉しかったです。もっと参加者のバックグラウンドやプロダ
クトなど、情報をインプットしてから参加できた方がネットワークの充実度が高まると思いまし
た。 

⑤今後このような研修を実施する場合、やってみたい地域やできそうな地域、さらには今後やってみた
いことや学びたい点についてお知らせください。 

 他の国立公園域、他県でも。 
もちろんネクスト北海道を目指す沖縄での開催も目指したいと思います。 

 ネットワーキングは重要だと感じた。AT という新たな市場に挑んでいると思っているが、黎明
期は顧客像やニーズ、実際の動線を捉えるのが難しいと感じている。実際に全国で AT に取り組
んでいる方々との情報共有を通して、AT の市場を作っていけると思う。実際の顧客を目の前に
したトライアンドエラーの報告などができると非常に良いと思う。 

 弟子屈エリアの魅力を改めて感じました。森、かつて栄えた温泉街など、キーワードで道内をつ
なげていくのも興味深いと思いました。特に森については今後さらに学びたいです。 

 プレゼンの際に梅原さんが話していたゲームセンターを AT と考えるのはすごく面白い考えだな
と思いました。 
私の地域は AT についてまだまだ発展途上だと思いますので 5 年後に研修地としてお待ちしてお
ります。笑 
夏場であればサイクリングに興味があるので道内であれば、富良野・美瑛地区で道外であれば富
士山・山中湖あたりが良いかなと思いました。 
AT について学ぶ場としてハードルを下げたものがあると、より様々な業種の方が参加するネッ
トワーキング構築に繋がるのではないかとも思いました。 

 一口に「コーディネート」と言っても、ツアーオペレーターとスルーガイドとデスティネーショ
ンがそれぞれ行っている「コーディネートの定義や役割」には違いがあると感じています。コー
ディネーター研修が回数を重ねていくようであれば、より細分化したテーマやグループ分け、課
題などに取り組めたらなお良いなと感じました。 

 次回は高知県開催でぜひよろしくお願いいたします！ 
 関東、山陰、伊豆諸島 

海外で AT を実践されている方を招聘したインバウンド企画造成における講習会 
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3.6. アンケート調査結果を踏まえた今後の変更点の検討 

3.6.1. 研修の構成と参加者の属性 

まず、研修自体は全てのアンケートの結果としては、「AT ツアー造成に関する意識の変化」を評価
いただいた方が 63％であったが、それ以外の項目では全員が満足を得たという結果がでており、非常
に好評であった。研修の内容の構成としては、下記のとおりである。 

 

今回の参加者については、一口にコーディネーターと言っても属性が異なり、それぞれの役割や普段
の活動内容に違いがみられた。役割と普段の活動については、下記のように整理する。 

なお、次項以降の各役割の「求められる役割」の内容については、北海道宝島旅行社の今までの知見
に基づく。 
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  旅行会社（ツアーオペレーター）に求められるもの 

 
求められる役割  顧客の要望を聞き取り、それを誤りなく正確に地域へ渡すこと 

 既にある地域の素材の編集を行い、どの順番でめぐるのか、何を
伝えたいかを明確にして、行程を組み立てること 

 欧米豪のニーズや興味を理解し、地域の素材の見せ方の編集を行
うこと 

 欧米豪の顧客のニーズや興味を理解したプロモーションを行うこ
と 

 各エリアのコンセプトや、競合地域のコンセプトを理解し、顧客
の要望にあった行程を組むこと 

 お客様の安全を保障するために、信頼できる事業者（ガイドのみ
ならず、宿泊、飲食、施設等総合的に）を選出すること 

 不測の事態に備えて地域に適確な相談を行い、不測な自体が起こ
った際に適確な判断を行える準備を行うこと 
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  DMO や観光協会に求められるもの 

 
 

求められる役割  どういうお客様に来て欲しいのか？その顧客を呼んで地域で成し
遂げたいことはなにか？を明確にすること 

 上記の必要性を事業者へ説明を行い、機運醸成を図ること 
 顧客の安全を守るためのインフラ整備を行うこと 
 宿泊施設や飲食店の情報が英語で掲載されているか、情報発信が

正しい状態で行われているかを確認すること 
 地域の特色を正しく理解し、ターゲットに届く PR を行うこと 
 旅行会社や事業者と連携し、常に顧客のニーズを把握する努力を

行うこと（プロダクトアウトの視点とマーケットインの視点をバ
ランスよく取り入れる） 

 地域事業者の状況の把握 
 ターゲットに対する理解を深め、ターゲットが求めている地域な

らでは（もしくはそのコーディネーターならでは）の付加価値を
商品に付与し、旅行会社に商品を卸すこと 
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  コンテンツ事業者に求められるもの 

 

 
求められる役割  顧客の安全を保障するための、語学、保険、資格等の準備 

 現場の状況をフィールドワークにて把握し、変化する状況に対応
できる柔軟性を身に着けること 

 適切な装備や服装を参加者に呼びかけると同時に、自身の装備や
服装、機器の整備も行うこと 

 活用するインフラの設備確認や整備を適切に行うこと 
 万が一の際の対応の確認（連絡体制、保険、免責事項の確認、フ

ァーストエイド等） 
 アドベンチャートラベラーの特性をとらえたアクティビティ上の

ルート等の設定と、ガイディング技術、ファシリテーション技術
を養うこと 

 地域の特性と欧米豪のニーズを把握し、適切な商品造成を行うこ
と 

 サステナビリティへの配慮 
 地域への経済貢献 
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先に示したとおり、今回の参加者としては、大きく 3 種の属性分類から参加いただいている。そのた
め、普段関わらない属性の方々と交わり、様々な角度からのツアー造成について学ぶことができた一方
で、普段の業務内容及び役割が異なっており、AT に対する温度感・取り組み方の違いから、意識変容
の結果に差が出た結果となった。 

【アンケート結果】 
①他地域の AT 関係者とのネットワーク構築に繋がったか。 
 100％ 5 又は 4 と回答（「あった」と回答） 
②今後 AT に携わる上で必要な知見を得られたか。 
 100％ 5 又は 4 と回答（「得られた」と回答） 
③参加者自身に意識変容が生じたか。 
 63％ 5 又は 4 と回答（「生じた」と回答）、25％ 3 と回答（「普通」と回答） 

 
 そのため、より細分化した課題の設定とワークショップ内容の実施が求められる。 
 しかし、今回のフィードバック内容で評価されていた点としては、「他のエリア、業種の人々と意見
交換できてよかった」「他の方々のツアーの作り方や考え方に関する意見交換ができたことが良かった」
という点も挙げられていたことから、すぐに課題を修正することをせずに、今後の検討課題としておく。 
 

属性別の研修案としては、各属性別の今回の研修に対する評価点と改善点から下記の内容が考えられ
る。 

 
ツアーオペレーター向け  ツアー造成・販売におけるポイントと注意点 

 AT 顧客のマーケットと傾向 
観光協会・DMO 向け  AT 顧客が求める地域のストーリーの作り方 

 地域事業者との連携事例 
 AT 顧客が求める地域インフラ 

地域コンテンツ事業者向け  地域素材を活用し自身の商品への反映の仕方 
 地域内での連携事例（観光協会や通訳案内士、生産

者や飲食店 等） 
 AT 顧客のニーズ 
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3.6.2. ネットワーキングにおける改善点 

全ての属性で評価された項目としては、下記の内容である。 
 
 今まであったことのない方々とネットワークができた（地域、所属）。 
 各役割の方々がツアーにおいてどのような働きをするのかが明確化した。 

 
 実地研修時で、ネットワーキングに役立った点に挙げられていたのは下記の場面である。 

 
宿泊施設での自由時間。時間が
あればフリートークで情報交換
が行われていた。 

 
アクティビティ時の移動中の時
間等。役割の確認もこちらで行
っている。 

 
最終日の自身のツアーの発表。
ほかの参加者の発表内容を聞く
時間を作っている。 

 
上記より、研修時で今後も継続が必要な要素としては下記のとおりである。 

 現地研修は、合宿形式での開催 
もし、ホテルで開催の場合は集合ができるよう会議室を予約し、集まる場所と時間を意図的に作
り出す必要がある。 

 ゆったりとした行程 
疲れない程度の難易度で、ツアー中も話すことができる状態にしておくことで、ガイドに質問を
したり、アクティビティを題材にして参加者同士の意見交換を行うことができる。 

 多様な地域関係者の参加 
「コーディネーター」の募集とはなっているものの、異業種（ツアーオペレーター、ガイド、
DMO や観光協会）が交じりあうことで、地域の関係者の各々の役割の把握と地域の受入体制の
理解を深耕することができる。 

 最終日の自身のツアーブラッシュアップ ワークショップ 
他の参加者の取り組みを知ることができ、かつ販売のためのプレゼンテーションを学ぶことがで
きた、という点で評価が高い。 

 
 一方で、ネットワーキングについては、各属性から改善点が出ていた。改善点については下記のとお
りである。 

 フリートークでの情報交換であったため、テーマに沿った参加者同士の意見交換が欲しかった。 
 実際の顧客を目の前にしたトライアンドエラーの報告などができると非常に良いと思う。 
改善点としては、下記の内容が考えられる。 
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事務局としては、それぞれの参加者の強みや確認したい疑問点を把握し、現地研修でファシリテート
が可能なよう、参加申し込み時に参加者から 

・所属 
・研修に期待していること・学びたいこと 

上記の聞き取り、または申し込み用紙への記入を行っていただくこととする。 
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4. 総括 

4.1. 今回の事業で得られた成果 

 ア 研修プログラム作成数 1 件 根拠：事前研修及び実地研修の内容 
 イ 研修プログラム参加者 8 名 根拠：研修申し込み人数 
    →【未達理由】広く声がけを行ったが、各種研修の時期とかさなってしまったこと、北海道の 

観光の繁忙期と重なってしまったことで、参加者数が未達となった。 
 ウ ネットワーク構築につながったと回答する参加者 10 割 根拠：研修後アンケート結果 
 エ AT に携わる上で必要な知見を得られたと回答する参加者 10 割 根拠：研修後アンケート結果 
 オ 意識変容が生じた参加者 約 6 割 根拠：研修後アンケート結果 
    →【未達理由】「ツアーの造成」に対する意識変容というよりは、「アドベンチャートラベル自 

体」や「地域内の役割」に対する意識変容等、別の部分での変容との回答があった。 
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4.2. 今後の提言内容 

◆研修内容案 
 アンケートからのフィードバックとまとめより下記の内容を今後の研修案として実施していくことと
する。 
※赤字が改善点である。 
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■今後の検討案 
・参加者の属性ごとの分科会の実施 
 今回の研修で参加者の属性ごとに、AT ツアー造成に関する意識変容に差があったことから、
普段の業務の違いや役割の違いに配慮した分科会の設定が必要と考えられる。属性ごとに求め
られる役割から、分科会案は下記の内容が考えられる。 
 【分科会案】 

ツアーオペレーター向け  ツアー造成・販売におけるポイントと注意点 
 AT 顧客のマーケットと傾向 

観光協会・DMO 向け  AT 顧客が求める地域のストーリーの作り方 
 地域事業者との連携事例 
 AT 顧客が求める地域インフラ 

地域コンテンツ事業者向け  地域素材を活用し自身の商品への反映の仕方 
 地域内での連携事例（観光協会や通訳案内士、生産

者や飲食店 等） 
 AT 顧客のニーズ 
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4.3. 総評 

本事業では「AT ツアーの品質向上」、「アドベンチャートラベルのコーディネーターとしての役割へ
の理解」、「地域外との広域のネットワークを構築」を目的とした研修が AT 受入体制強化に有効である
という仮説を元に事業を実施した。 

 
研修後の参加者アンケートより、下記の評価が得られた。 

 ・ネットワーク構築につながったと回答する参加者 10 割 
 ・AT に携わる上で必要な知見を得られたと回答する参加者 10 割 
 ・意識変容が生じた参加者 約 6 割 
 

また以下の様なコメントも得られた。 
 普段なかなか関わることのない組織の方々と知り合うことができ、またみなさんと話しをする中

で、今まで自分にはなかった視点を得ることができた。 
 道内はもちろんですが、道外の方とのつながりができたことによってチームジャパンとしての意識

を再確認できた。 
 地域コーディネーター、スルーガイド、スポットガイドの各役割が存在し、有機的にどうつながっ

ていけばよいかイメージが鮮明になった。 
 

これらの結果から、実際に AT の現場を見ることで、「従来の観光」にはない、AT における DMO や
旅行会社、ガイド等の役割分担を学ぶことに役立ったと言える。また、DMO や旅行会社、ガイドとい
った異業種の交流、および異なる地域のコーディネーターが集うことにより、様々な視点からの意見を
収集することができたという点も、高い評価がなされ、効果が実証された。 

 
一方で、これらの回答から逆説的に、普段からいかに「異業種との交流がない」、「全国でのネット

ワークを作る機会がない」、「実践の場に訪問する機会がない」かがわかってくる。 
AT において重要なことは、お互いの役割を理解しながら、各自の役割を全うすることである。そ

れは地域内だけではなく、地域対地域でも同様のことが言える。これができるようになるためには、
「相互の連携」だけでなく、「一緒に働く相手が何者であるのか」を知る機会を設けることが重要で
ある。 
そのため、今後も継続的にこのような実地で AT を学ぶことができ、かつ全国のネットワークを構築

することができる研修を実施していくと同時に、積極的に AT の実践の場に繰り出していく機会を設け
ていく必要があると言える。 
 

以上 


